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本日の内容
（１）韓国朝鮮研究のための情報源へのアクセスの例
（２）代表的な韓国朝鮮研究関係のデータベース
（３）日本国内の韓国朝鮮研究関係データベースの特徴と課題
（４）図書館等に期待する役割



（１）韓国朝鮮研究のための情報源
へのアクセスの例

・報告者の研究分野
①朝鮮王朝の国際貿易

朝鮮王朝が明清中国とどのような貿易を行っていたか
→朝鮮王朝と明清中国が残した文献史料（漢文）を用いて研究

②近現代における韓国朝鮮史関係資料コンテンツ
植民地朝鮮関係の史料整理（目録作成、翻刻等）
現代韓国における歴史関係コンテンツの動向



（１）韓国朝鮮研究のための情報源
へのアクセスの例

・報告者の教育や研究会活動
①教育（横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院・学府、都市科学部）

文理融合の大学院・学部
東アジア都市社会論、アジア社会論などを担当
歴史学、東洋学の教員は少ない

②研究会活動
朝鮮史研究会幹事
韓国朝鮮文化研究会運営委員



（１）韓国朝鮮研究のための情報源
へのアクセスの例

・研究に必要な情報の入手方法①
私物の図書、大学図書館所蔵の図書・雑誌を閲覧
他大学・機関所蔵の図書・論文記事を取り寄せ（ILL）
※国立国会図書館関西館に日本唯一所蔵の韓国朝鮮語図書

があり、助かることあり
他大学・機関を訪問して図書・論文を閲覧
※国立国会図書館東京本館は本人・学生も含め愛用

しかし検索システムの操作性に改善の余地があるかも



（１）韓国朝鮮研究のための情報源
へのアクセスの例

・研究に必要な情報の入手方法②

日本所在の代理店や韓国のWEB書店から書籍を購入
※韓国刊行の書籍は絶版になりやすいので入手困難なことあり

韓国・中国現地の大学・機関を訪問して資料調査
WEB上の史料データベースにアクセス

※ 基本史料の大半は電子化され、便利になった
しかし著作権の切れていない文献は電子化されていない（図書）か
有料のことが多い（雑誌記事）



（２）代表的な韓国朝鮮研究関係の
データベース（日本国内）

・CiNii （国立情報学研究所）
・ 旧「近現代アジアの中の日本」公開書誌データ（日本貿易振興機構アジ
ア経済研究所）
・戦後日本における朝鮮史文献目録データベース（朝鮮史研究会）
・近代朝鮮関係書籍データベース（東京大学東洋文化研究所）
・日本現存朝鮮本研究データベース 史部・集部（麗澤大学情報教育セン
ター）

・国立国会図書館サーチ



日本現存朝鮮本研究データベー
ス 史部・集部



（２）代表的な韓国朝鮮研究関係の
データベース（海外）

＜韓国＞
・RISS4U （韓国教育学術情報院が提供する、書誌データベース。日本のCiNiiに該
当）
・DBpia （商用論文データベース）
・KISS（商用論文データベース）
・韓国史データベース（国史編纂委員会が提供する、史料情報データベース。『韓
国史研究彙報』も含まれる）
・国立中央図書館

詳細は、［川西2014］、［田中2017］、［木村2017］、［李2018］を参照



（２）代表的な韓国朝鮮研究関係の
データベース（海外）

＜アメリカ＞
・ハワイ大学韓国研究センターの

Korean History: A Bibliography

http://www.hawaii.edu/korea/biblio/BiblioOpen.html



KOREAN HISTORY: A BIBLIOGRAPHY



（３）日本国内の韓国朝鮮研究関係
データベースの特徴と課題

①戦後日本における朝鮮史文献目録
所在 朝鮮史研究会ホームページ

http://www.chosenshi.gr.jp/sengo/index.html

・内容 1945～2016年までの日本国内で生産された研究文献（書籍、論
文）の書誌情報
・類似したものとして、

東南アジア関係文献目録データベースJABSEAS（東南アジア学会）
日本における中東研究文献DB（東洋文庫研究部イスラーム地域研究資料

室）



（３）日本国内の韓国朝鮮研究関係
データベースの特徴と課題

・母体
①『戦後日本における朝鮮史文献目録 1945～1991』

（緑蔭書房、1994年）
②『朝鮮史研究会論文集』（1992～2015年分まで）
③2016年分以降のデータ（ボーンデジタル）

・［吉田2006］で一部言及あり



戦後日本における朝鮮史文献目
録データベース



戦後日本における朝鮮史文献目録
データベースの特徴と課題

・特徴
収録媒体がCiNiiより広範

例:博物館などの紀要
研究会などの刊行物
論文集（単行本）収録の個別論文

・どうやってつくるか
研究会幹事の現物調査



戦後日本における朝鮮史文献目録
データベースの特徴と課題

＜製作側＞
・大学院生の減少、常勤・非常勤研究者の多忙化のなかで作業人員・時間確
保が課題
（持続可能性に少し疑義）

＜ユーザー側＞
・データを一括ダウンロードしにくい（TSV、BIBTEV)でダウンロードできな
い
・件名検索がしにくい（時代程度しか入っていない）



TSV BIBTEV対応の例 CINII



近代朝鮮関係書籍データベースの特
徴と課題

・内容 1868～1945年までに日本語で生産された研究書籍の書誌情報

・母体 末松保和編『東洋学文献センター叢刊 朝鮮研究文献目録』単行本
編 （東京大学東洋文化研究所、1970年）

に所在情報を追加



近代朝鮮関係書籍データベース



近代朝鮮関係書籍DBの特徴と課題

・経緯 ①単行本編、論文記事編（後述）
末松保和氏（学習院大学）の個人作業＋ハーバード燕京研究所の援助
→東京大学東洋文化研究所の事業化（梶村秀樹氏）

＋武田幸男氏（同大学文学部）の協力

②データベース編
宮嶋博史氏（東京大学東洋文化研究所、当時）のもと、
東洋学研究情報センターの事業としてデータベース化



近代朝鮮関係書籍DBの特徴と課題

・特徴
収録媒体が「旧「近現代アジアの中の日本」公開書誌データと重ならない

ものがある

例:韓国国立中央図書館
東京大学文学部言語学研究室小倉文庫
学習院大学東洋文化研究所友邦文庫
奥州市立斎藤實記念館



近代朝鮮関係書籍DBの特徴と課題

・課題
＜製作側＞

論文記事編も存在するが、データベース化されていない
戦前の韓国朝鮮語文献の目録がない
更新されていない

＜ユーザー側＞
・データを一括ダウンロードしにくい（TSV、BIBTEXなど)でダウンロードできない
・件名検索がしにくい（時代程度しか入っていない）



（４）図書館等に期待する役割①

・韓国朝鮮語図書のコレクションを形成している図書館の蔵書構築継続

・国立国会図書館関西館における海外DBの郵送複写サービス継続

・海外の国立図書館と連携した、協定図書館向け電子化資料閲覧サービス

・国立国会図書館サーチの操作画面変更等に際しては、説明動画を全面的に
導入してほしい。カード登録・更新の際に流すなど



（４）図書館等に期待する役割②

・瀕死のデータベース（更新がなされていない）を公共性の高い組織に移管
して保存・維持すること
←研究者の移動、組織替えを考え、データベースに永続性のあるアドレス
（ＤＯＩなど）を考慮する時期に来ている
（［山田2019］にも同様の指摘あり）

・データベースを継続して整備している組織は、TSVやBIBTEXのように汎用性
の高いファイルで出力できるように考えること
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